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『
大
戴
礼
記
』
用
兵
篇
の
構
成
と
そ
の
成
立
時
期
は
じ
め
に
上俳
『
大
戴
礼
記
』
の
う
ち
千
釆
・
四
代
・
虞
戴
徳
・
諾
志
・
小
弁
朔
用
兵
・
少
聞
の
七
篇
は
す
べ
て
「
公
」
(
魯
哀
公
)
と
「
子
」
(
孔
子
)
却
と
の
問
答
か
ら
成
る
い
わ
ゆ
る
哀
公
孔
子
問
答
の
形
を
と
っ
て
中
波
《
l》
刷
お
り
、
こ
れ
ら
七
篇
は
『
漢
書
』
芸
文
志
に
見
え
る
「
『
孔
子
三
朝
』
《
2
v
げ
七
篇
」
の
遺
文
だ
と
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
七
糊
篇
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
か
な
り
雑
駁
で
、
も
し
こ
れ
が
「
孔
子
三
朝
』
蜘
な
る
単
一
の
文
献
に
出
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
『
孔
子
三
朝
』
と
は
服
雑
多
な
素
材
を
寄
せ
集
め
て
哀
公
孔
子
問
答
の
形
に
整
理
し
た
編
纂
剖
物
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
肌
『
孔
子
一
一
一
朝
』
の
書
名
が
「
漢
書
』
芸
文
志
に
見
え
る
こ
と
か
ら
伏
こ
の
書
が
劉
向
校
書
以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
ま
柑
た
『
漢
書
』
楚
元
王
伝
に
引
く
劉
向
の
元
延
中
上
奏
に
用
兵
篇
の
後
l
半
部
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
文
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
が
井
上
了
劉
向
の
時
ま
で
に
何
ら
か
の
哀
公
孔
子
問
答
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
劉
向
の
見
た
『
孔
子
三
朝
』
七
篇
は
現
行
の
千
乗
等
七
篇
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
ひ
と
ま
ず
差
し
支
え
な
か
ろ、っ。筆
者
は
先
に
「
大
戴
礼
記
」
少
間
篇
が
前
漠
武
帝
期
の
地
理
認
識
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
完
成
は
前
二
ニ
0
年
代
か
ら
前
一
二
0
年
代
だ
ろ
う
と
し
だ
。
末
、
水
高
康
氏
は
筆
者
前
稿
に
対
し
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
筆
者
の
疑
古
的
な
見
解
を
批
判
し
、
千
乗
等
七
篇
の
内
部
に
「
形
式
の
共
有
」
「
共
通
の
言
い
回
し
」
を
認
め
七
篇
を
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
見
た
上
で
、
そ
の
編
纂
を
「
萄
子
以
前
」
と
結
論
し
た
。
末
永
氏
は
、
千
乗
等
七
篇
は
相
違
す
る
素
材
を
用
い
つ
つ
「
同
}
の
編
者
に
よ
っ
て
比
較
的
短
期
間
に
編
ま
れ
た
」
も
の
と
し
て
お
り
、
筆
者
は
こ
れ
に
全
く
同
意
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
編
ま
れ
た
時
期
を
荷
子
以
前
と
す
る
か
漢
代
と
す
る
か
と
い
う
相
違
は
や
は
り
重
大
な
も
の
と
し
て
残
る
だ
ろ
う
。
150 
本
稿
で
は
、
千
乗
等
七
篇
の
う
ち
用
兵
篇
に
つ
い
て
、
そ
の
主
題
や
用
語
等
の
相
違
に
注
目
し
て
分
段
し
、
各
部
分
の
特
徴
な
ど
を
確
認
し
つ
つ
そ
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
作
業
は
、
『
孔
子
三
朝
』
ひ
い
て
は
『
大
戴
礼
記
』
の
編
纂
事
情
を
考
え
る
た
め
の
一
助
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
用
兵
篇
の
構
成
概
観
『
大
戴
礼
記
』
用
兵
篇
は
全
四
百
四
十
四
字
と
比
較
的
短
く
、
「
公
」
の
発
問
と
「
子
」
の
回
答
を
三
た
び
繰
り
か
え
し
、
末
尾
を
「
公
」
の
嘆
辞
で
締
め
く
く
目
。
用
兵
篇
に
四
見
す
る
「
公
」
の
発
一
言
は
み
な
五
字
か
ら
十
字
、
「
子
」
の
第
一
一
一
吉
田
が
三
一
十
八
字
、
第
二
言
が
十
字
と
短
い
の
に
対
し
て
「
子
」
の
第
三
一
言
の
み
が
三
百
四
十
八
字
に
も
及
び
、
篇
の
後
半
は
「
子
」
の
独
演
場
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
孔
子
第
三
言
(
に
仮
託
し
た
長
文
の
論
述
)
が
用
兵
篇
の
中
心
部
分
で
、
篇
の
前
半
は
単
に
こ
れ
を
導
く
た
め
の
形
式
的
な
問
答
な
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
孔
子
第
三
言
の
中
ほ
ど
に
は
「
詩
云
」
と
し
て
「
魚
在
在
藻
、
阪
志
在
餌
。
鮮
マ
民
之
生
失
、
不
如
死
之
久
実
。
校
徳
不
塞
、
嗣
武
孫
武
子
。
」
の
六
句
が
引
か
れ
て
お
り
、
篇
末
に
『
詩
』
『
書
』
等
を
引
い
て
総
括
す
る
形
式
は
古
書
に
常
見
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
引
詩
は
も
と
も
と
何
ら
か
の
文
献
の
末
尾
に
置
か
れ
て
い
た
総
括
で
、
こ
の
文
献
が
用
兵
篇
の
一
部
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
際
に
篇
中
に
残
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
用
兵
篇
の
孔
子
第
三
言
は
も
と
も
と
一
連
の
論
述
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
途
中
(
『
詩
』
を
引
い
た
総
括
)
ま
で
が
一
箇
の
文
献
で
、
そ
の
後
に
そ
の
ま
ま
(
「
公
」
の
発
問
や
「
子
日
」
な
ど
を
補
わ
ず
)
別
箇
の
文
献
を
接
合
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
用
兵
篇
を
そ
の
冒
頭
か
ら
「
詩
云
:
嗣
武
孫
武
子
」
ま
で
の
前
半
百
八
十
九
字
と
「
聖
人
愛
百
姓
」
か
ら
末
尾
ま
で
の
後
半
二
百
五
十
五
字
と
に
分
け
て
み
れ
ば
、
前
半
部
は
兵
器
・
兵
事
の
起
源
を
議
論
す
る
の
に
対
し
て
、
後
半
部
は
嘉
舜
馬
湯
文
武
と
対
比
し
て
夏
祭
商
材
の
失
政
を
述
べ
て
お
り
、
前
半
部
と
後
半
部
と
は
内
容
上
ほ
と
ん
ど
連
関
が
な
い
。
ま
た
、
前
半
部
は
「
公
日
」
「
子
日
」
の
問
答
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
後
半
部
は
ほ
ぼ
完
全
な
論
述
体
と
な
っ
て
お
り
、
た
だ
末
尾
に
「
公
健
駕
目
、
在
民
上
者
、
可
以
無
地
乎
哉
。
」
と
い
う
嘆
辞
を
い
わ
ば
取
っ
て
付
け
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
問
答
体
で
あ
っ
た
前
半
部
に
論
述
文
で
あ
っ
た
後
半
部
を
接
合
し
、
全
体
を
哀
公
孔
子
問
答
の
体
裁
(
『
孔
子
コ
一
朝
」
全
体
を
貫
く
体
裁
)
に
合
わ
せ
る
た
め
末
尾
に
哀
公
の
嘆
辞
を
附
加
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
翻
雷
同
す
れ
ば
、
前
半
部
を
問
答
体
に
て
作
成
し
た
者
と
、
全
体
を
問
答
体
に
揃
え
る
た
め
矯
末
に
哀
公
嘆
辞
を
補
っ
た
者
と
は
別
だ
と
い
う
こ
と
が
、
用
兵
篇
を
一
見
し
た
印
象
と
し
て
ま
ず
窺
え
る
。
さ
ら
に
細
か
く
見
れ
ば
、
前
半
部
は
兵
事
の
祥
不
祥
に
つ
い
て
問
答
す
る
部
分
と
兵
事
の
起
源
に
つ
い
て
問
答
す
る
部
分
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
後
半
部
は
発
舜
爵
湯
文
武
を
讃
え
る
部
分
と
夏
祭
商
討
を
批
判
す
る
部
分
、
及
び
哀
公
の
嘆
辞
に
よ
り
篇
全
体
を
締
め
く
く
る
部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
以
下
こ
れ
ら
の
各
部
分
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
「
第
一
段
」
・
兵
事
の
祥
不
祥
に
関
す
る
問
答
。
(
五
十
字
)
「
第
二
段
」
・
兵
事
の
起
源
に
関
す
る
問
答
と
引
詩
に
よ
る
総
括
。
(
百
三
十
九
字
)
「
第
三
段
」
・
:
莞
舜
馬
湯
文
武
へ
の
賛
辞
。
(
六
十
九
字
)
「
第
四
段
」
・
夏
祭
商
剥
へ
の
批
判
。
(
百
七
十
二
字
)
「
第
五
段
」
・
末
尾
の
哀
公
嘆
辞
(
十
四
字
)
。
上井期時立成のそLF」成
繊
胤
w
h
町
ま
ず
用
兵
篇
の
前
半
部
(
第
一
段
及
び
第
二
段
)
は
、
戦
争
や
殺
服
人
を
一
律
に
は
否
定
せ
ず
、
『
巴
氏
春
秋
』
蕩
兵
篇
と
同
様
俳
聖
人
間
に
よ
る
武
力
行
使
を
賛
美
す
る
い
わ
ゆ
る
義
兵
説
を
主
張
す
る
。
ま
胤
た
「
蛍
尤
作
兵
」
と
い
う
異
説
を
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
て
否
定
し
て
附
お
り
、
こ
れ
ま
た
蕩
兵
篇
に
似
日
。
た
だ
し
蕩
兵
篇
は
、
暴
力
の
起
1
源
に
つ
い
て
「
民
之
有
威
力
、
性
也
。
性
者
所
受
於
天
也
、
非
人
之
い
あ所
能
為
也
。
(
民
の
威
力
有
る
は
、
性
な
り
。
性
は
天
に
受
く
る
所
前
半
部
の
特
徴
:
・
『
自
氏
春
秋
』
蕩
兵
篇
と
の
類
似
に
し
て
、
人
の
能
く
為
す
所
に
は
非
ず
。
)
」
と
天
与
の
性
に
よ
る
も
の
と
し
つ
つ
、
そ
の
性
が
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
詳
説
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
用
兵
篇
は
「
蜂
盟
挟
繋
而
生
、
見
書
而
校
、
以
衛
厩
身
者
也
。
人
生
有
喜
怒
、
故
兵
之
作
、
与
民
皆
生
0
2
2旬
は
さ
さ
さ
か
ら
そ
ま
も
(
蜂
直
は
挟
み
盤
し
て
生
き
、
害
わ
れ
て
校
い
、
以
て
販
の
身
を
衛
う
ま
あ
る
者
な
り
。
人
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
喜
怒
有
り
、
故
に
兵
の
作
る
t
 
や
、
民
と
皆
に
生
ず
。
)
」
と
、
兵
事
の
発
生
原
因
を
よ
り
具
体
的
に
踏
み
込
ん
で
説
明
す
る
。
用
兵
篇
の
主
張
は
『
萄
子
」
性
悪
篇
の
「
今いま
人
之
性
、
生
而
有
好
利
駕
。
順
是
、
故
争
奪
生
而
辞
譲
亡
湾
。
(
今
う
ま
あ
二
れ
し
た
が
人
の
性
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
利
を
好
む
有
り
、
是
に
順
う
、
故
に
隠
る
争
奪
生
じ
て
辞
譲
亡
ぶ
。
)
」
と
内
容
的
に
も
修
辞
的
に
も
近
く
、
ま
た
『
萄
子
』
に
は
他
に
も
「
人
生
而
有
欲
」
(
礼
論
)
・
「
人
生
而
有
知
」
(
解
蔽
)
等
と
あ
っ
て
こ
れ
ら
は
「
荷
子
』
に
特
徴
的
な
句
法
で
あ
れ
ば
、
用
兵
篇
の
前
半
部
は
萄
子
の
影
響
下
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
ま
ず
は
予
想
さ
れ
る
。
な
お
『
准
南
子
』
兵
略
訓
も
人
聞
や
動
物
に
つ
い
て
「
喜
而
相
戯
、
怒
而
相
害
、
天
之
性
也
。
(
喜
び
て
相
い
戯
れ
、
怒
り
て
相
い
害
う
、
天
の
性
な
り
。
)
」
と
述
べ
、
し
か
も
「
人
有
衣
食
之
情
而
物
弗
能
足ゐ
也
。
故
群
居
雑
処
、
分
不
均
求
不
胸
、
則
争
。
(
人
衣
食
の
情
有
た
り
て
物
足
る
能
わ
ず
。
故
に
群
居
雑
処
し
て
、
分
均
し
か
ら
ず
求
贈
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
争
う
。
)
」
と
や
は
り
『
荷
子
』
的
な
論
を
展
開
す
る
。
し
か
し
兵
略
訓
は
も
は
や
蛍
尤
と
い
う
特
定
の
神
格
に
言
及
せ
《
凶
》
2
ず
、
こ
れ
に
代
え
て
「
食
味
饗
登
之
人
」
を
取
り
上
げ
る
。
『
呂
氏
日
春
秋
』
と
『
准
南
子
』
と
の
問
に
直
線
的
な
承
受
と
改
変
を
想
定
で
き
る
な
ら
ば
、
『
准
南
子
』
よ
り
も
『
呂
氏
春
秋
』
に
近
い
用
兵
篇
(
の
前
半
部
)
は
戦
国
最
末
か
ら
漠
初
に
位
置
づ
け
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
史
記
』
律
書
や
銀
雀
山
漢
墓
竹
筒
『
孫
臆
兵
法
』
な
ど
に
も
こ
れ
ら
に
よ
く
似
た
表
現
が
見
出
さ
叫
、
人
間
や
動
物
が
持
ち
生
ま
れ
た
本
能
に
よ
る
も
の
と
し
て
兵
事
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
、
漢
初
に
ひ
ろ
く
行
わ
れ
た
議
論
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
第
三
段
の
末
尾
に
引
か
れ
る
『
詩
』
を
現
行
の
『
毛
詩
』
と
比
較
す
れ
ば
、
用
兵
篇
引
詩
の
う
ち
「
鮮
民
之
生
突
、
不
如
死
之
久
失
。
」
は
『
毛
詩
』
小
雅
葱
義
「
鮮
民
之
生
、
不
如
死
之
久
実
。
」
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
他
の
四
匂
は
小
雅
魚
藻
や
商
額
玄
烏
に
一
致
《
出
》
し
な
い
。
こ
の
引
詩
総
括
は
『
詩
』
経
文
の
固
定
(
三
家
詩
の
出
現
と
権
威
化
)
以
前
に
作
文
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
、
総
括
の
対
象
と
さ
れ
た
引
詩
以
前
の
本
文
は
さ
ら
に
古
い
も
の
と
な
ろ
う
。
「
原
」
と
「
其
」
と
の
使
い
分
け
用
兵
篇
の
引
詩
の
う
ち
「
魚
在
在
藻
、
阪
志
在
餌
。
」
は
『
毛
詩
』
小
雅
魚
藻
「
魚
在
在
藻
、
有
頒
其
首
」
「
魚
在
在
藻
、
有
華
其
尾
」
「
魚
在
在
藻
、
依
子
其
蒲
」
と
や
や
類
似
す
る
。
し
か
し
用
兵
篇
の
引
詩
で
は
代
詞
と
し
て
「
其
」
で
は
な
く
「
厭
」
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
前
後
で
も
「
不
顧
厩
親
」
「
喪
服
身
」
な
ど
「
戚
」
が
散
見
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
厭
」
は
『
尚
書
』
や
『
詩
』
の
古
い
部
分
に
見
え
る
が
戦
国
期
に
は
い
っ
た
ん
そ
の
用
例
を
減
じ
、
漠
代
以
降
の
擬
古
的
な
詔
文
等
に
お
い
て
再
び
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
大
戴
礼
記
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
夏
小
正
の
い
わ
ゆ
る
経
文
に
二
例
、
衛
将
軍
文
子
篇
に
一
例
が
見
え
る
他
に
は
、
四
代
(
一
例
)
・
詰
志
(
二
例
)
用
兵
(
七
例
)
・
少
間
(
一
例
)
の
諸
篇
に
計
十
一
例
が
見
え
る
の
み
で
、
千
乗
等
七
篇
へ
の
偏
在
に
注
意
せ
さ
る
を
得
な
い
。
た
ま
た
ま
「
厭
」
字
を
用
い
る
七
篇
を
輯
め
て
「
孔
子
三
朝
』
が
作
成
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
く
、
七
篇
が
一
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
際
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
に
擬
古
的
な
意
図
を
も
っ
て
「
其
」
を
「
戚
」
へ
置
換
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
用
兵
篇
の
引
詩
に
「
厭
」
字
が
見
え
る
の
は
用
兵
篇
が
参
照
し
た
『
詩
』
の
異
文
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
千
乗
等
七
篇
の
立
場
に
よ
る
改
字
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
用
兵
篇
第
一
段
で
は
「
用
兵
者
其
由
不
祥
乎
」
「
胡
為
其
不
祥
也
」
と
「
其
」
を
用
い
、
第
二
段
で
は
一
貫
し
て
「
厩
」
が
用
い
ら
れ
る
。
第
一
段
が
後
次
的
に
付
加
さ
れ
た
た
め
生
じ
た
相
違
か
と
も
疑
い
得
る
が
、
文
法
的
に
「
胡
為
厭
不
祥
也
」
等
と
は
置
換
し
得
な
か
っ
た
等
の
理
由
に
よ
り
「
其
」
を
存
し
た
も
の
と
し
ば
ら
く
考
え
て
お
く
。
さ
ら
に
用
兵
篇
の
後
半
部
に
つ
い
て
も
「
其
」
「
朕
」
の
使
い
分
け
を
確
認
し
て
み
る
と
、
後
半
部
の
う
ち
「
霧
舜
関
湯
文
武
」
を
宣
揚
す
る
第
三
段
で
は
「
其
」
を
用
い
、
「
夏
祭
商
対
」
を
批
判
す
る
第
四
段
は
基
本
的
に
「
厩
」
を
用
い
て
末
節
の
「
夫
天
下
之
報
殊
於
無
徳
者
也
、
必
与
其
民
。
」
で
の
み
「
其
」
字
を
用
い
る
と
い
う
比
較
的
あ
き
ら
か
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
発
舜
高
等
と
夏
祭
商
対
と
を
対
比
さ
せ
る
と
い
う
用
兵
皆
川
の
構
成
が
本
来
の
も
の
で
は
な
く
、
第
三
段
(
と
第
四
段
末
節
の
評
語
)
が
第
四
段
よ
り
も
遅
れ
て
千
乗
篇
へ
附
加
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
上井期時五
じ
っ
さ
い
用
兵
篇
第
三
段
に
酷
似
す
る
文
章
が
『
大
戴
礼
記
』
盛
明
徳
篇
に
見
え
て
お
り
、
し
か
も
盛
徳
篇
の
ほ
う
が
長
文
で
か
つ
全
体
夢
、
《
mv
し
じ
の
ま
と
ま
り
も
良
い
。
用
兵
篇
を
踏
ま
え
て
盛
徳
篇
が
作
文
さ
れ
た
糊
と
は
考
え
に
く
く
、
逆
に
盛
徳
篇
(
あ
る
い
は
そ
の
祖
本
)
か
ら
切
蜘
り
出
さ
れ
た
文
章
が
用
兵
篇
に
依
め
込
ま
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
眠
、
っ
。
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
切
り
貼
り
に
よ
る
水
平
伝
播
の
時
期
を
剖
特
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
強
い
て
挙
げ
れ
ば
盛
徳
篇
が
「
五
帝
一
一
一
帆
王
」
と
す
る
部
分
を
用
兵
篇
第
三
段
が
「
嘉
舜
爵
湯
文
武
」
と
改
め
欣
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
千
乗
等
七
篇
は
一
般
に
「
三
玉
」
で
3
は
な
く
「
凹
代
」
(
四
代
篇
)
・
「
四
代
五
王
」
(
少
問
篇
)
を
説
い
て
日
百
】お
り
、
盛
徳
篇
か
ら
「
五
帝
=
一
主
」
に
係
る
文
章
を
取
り
込
む
際
に
第
三
段
の
特
徴
・
盛
徳
篇
と
の
類
似
「
三
主
」
の
語
を
嫌
っ
て
「
莞
舜
爵
湯
文
武
」
を
列
挙
す
る
形
に
改
め
た
も
の
か
。
な
ら
ば
第
三
段
は
、
七
篇
合
綴
の
後
あ
ま
り
遅
く
な
い
時
点
で
用
兵
篇
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
四
段
の
特
徴
:
:
盛
徳
篇
と
の
類
似
用
兵
篇
第
四
段
は
、
夏
祭
商
材
が
失
政
に
よ
り
「
諸
侯
力
政
、
不
朝
於
天
子
。
六
蛮
四
夷
、
交
伐
於
中
因
。
(
諸
侯
力
政
し
、
天
子
に
朝
せ
ず
。
六
蛮
四
夷
、
交
も
中
国
を
伐
つ
。
)
」
と
い
う
諸
侯
の
離
反
と
外
族
の
侵
入
を
招
い
た
の
み
な
ら
ず
、
「
降
之
災
、
水
皐
諜
溝
、
霜
雪
大
満
、
廿
露
不
降
、
百
草
殉
黄
、
五
穀
不
升
、
民
多
夫
疾
、
六
ζ
れ
い
た
畜
捧
皆
。
(
之
に
災
を
降
し
、
水
田
平
は
諜
り
、
霜
雪
は
大
い
に
満
ち
、
え
ん
こ
う
み
の
甘
露
は
降
ら
ず
、
百
草
は
世
間
黄
し
、
五
穀
は
升
ら
ず
、
民
は
多
く
天
す
い
き
い
疾
し
、
六
畜
は
倖
皆
す
。
)
」
と
い
う
天
災
地
変
を
も
た
ら
し
た
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
『
苛
子
』
的
な
天
人
分
離
説
と
は
相
容
れ
な
い
政
治
思
想
で
、
『
礼
記
』
礼
運
篇
や
『
大
戴
礼
記
』
詰
志
篇
な
ど
が
善
政
に
よ
り
天
災
を
も
予
防
で
き
る
と
す
る
こ
と
と
表
裏
を
な
す
、
極
端
《
初
》
な
天
人
相
関
の
思
想
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
天
人
の
調
和
を
理
想
と
す
る
第
四
段
の
思
想
が
、
人
間
や
動
物
は
本
来
あ
い
争
う
も
の
だ
と
す
る
第
二
段
の
義
兵
説
と
同
じ
で
な
い
こ
と
は
首
肯
さ
れ
よ
う
。
な
お
用
兵
篇
の
「
諸
侯
力
政
、
不
朝
於
天
子
。
六
蛮
四
夷
、
交
伐
於
中
因
。
」
は
『
准
南
子
』
要
略
「
斉
桓
公
之
時
、
天
子
卑
弱
、
諸
4
侯
力
征
、
南
夷
北
秋
交
伐
中
国
。
」
や
『
公
羊
伝
』
催
公
四
年
「
南
5
、
、
、
、
-
夷
与
北
秋
交
、
中
国
不
絶
若
綾
。
桓
公
救
中
国
而
援
夷
欲
。
」
あ
る
い
は
『
拠
出
品
梁
伝
」
昭
公
十
二
年
「
其
日
晋
、
秋
之
也
。
其
欽
之
何
也
。
不
正
其
与
夷
秋
交
伐
中
園
、
故
秋
称
之
也
。
」
と
類
似
す
る
。
と
り
わ
け
「
交
伐
於
中
国
」
は
上
の
「
不
朝
於
天
子
」
と
句
形
を
揃
え
る
た
め
文
法
的
な
無
理
を
犯
し
た
(
本
来
不
要
な
「
於
」
字
を
加
え
た
)
も
の
で
、
『
港
南
子
』
『
穀
梁
伝
』
等
に
見
え
る
「
交
伐
中
国
」
句
を
踏
ま
え
た
作
文
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
六
蛮
」
な
る
諾
は
『
爾
雅
』
釈
地
に
初
見
し
て
先
秦
の
用
例
を
得
ず
、
い
ず
れ
も
こ
の
部
分
が
漠
代
Anv 
に
成
立
し
た
こ
と
を
疑
わ
せ
る
。
第
五
段
・
・
・
・
・
・
哀
公
嘆
辞
に
よ
る
総
括
用
兵
篇
の
末
尾
(
第
五
段
)
は
「
公
憧
駕
目
、
在
民
上
者
、
可
以
無
憧
乎
哉
。
」
と
い
う
短
い
嘆
辞
で
全
体
を
締
め
く
く
っ
て
お
り
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
十
四
字
は
最
終
的
に
用
兵
篇
へ
附
加
さ
れ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
千
乗
等
七
篇
の
う
ち
詰
志
・
小
弁
の
二
篇
は
末
尾
に
哀
公
言
を
欠
い
て
お
り
孔
子
の
「
言
い
っ
ぱ
な
し
」
で
終
わ
る
が
、
千
乗
・
四
代
・
虞
戴
徳
・
少
閑
の
四
篇
は
い
ず
れ
も
末
尾
を
「
公
目
、
善
哉
。
」
で
Anν 
締
め
く
く
る
と
い
う
形
式
を
共
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
七
篇
が
一
蓄
に
ま
と
め
ら
れ
た
際
の
整
理
の
結
果
と
恩
わ
れ
る
。
用
兵
篇
の
終
わ
り
方
の
み
が
特
異
だ
が
、
直
前
の
孔
子
一
吉
が
徒
約
の
失
政
に
係
る
も
の
で
あ
る
以
上
は
こ
れ
を
「
普
哉
。
」
と
総
括
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
「
為
民
上
者
」
あ
る
い
は
「
為
人
上
者
」
の
句
は
多
く
の
文
献
に
見
え
る
が
「
在
民
上
者
」
は
意
外
に
も
稀
見
に
属
L
、
用
兵
篇
の
他
に
は
『
漢
書
』
貨
殖
伝
が
『
論
語
』
を
踏
ま
え
て
「
於
是
在
民
上
者
、
道
之
以
徳
、
斉
之
以
礼
、
故
民
有
恥
而
且
敬
、
貴
誼
而
賎
利
。
」
と
し
、
ま
た
玉
基
に
よ
る
官
官
貌
明
帝
へ
の
上
疏
(
『
三
国
志
』
本
伝
)
が
『
荷
子
』
を
踏
ま
え
て
「
臣
問
、
古
人
以
水
職
民
目
、
水
所
以
載
舟
、
亦
所
以
覆
舟
。
故
在
民
上
者
、
不
可
以
不
戒
催
。
」
と
す
る
程
度
で
、
先
秦
の
用
例
を
見
な
い
。
と
く
に
王
基
上
疏
と
用
兵
篇
「
在
民
上
者
、
可
以
無
憾
乎
哉
。
」
と
の
類
似
は
注
目
さ
れ
、
ま
た
貌
末
晋
初
の
庚
傑
「
石
棺
賦
」
序
(
『
芸
文
類
用
品
』
八
十
六
)
に
は
「
君
子
居
安
息
危
、
在
盛
慮
衰
、
可
盤
憾
哉
。
」
と
あ
っ
て
、
用
兵
篇
第
五
段
の
用
い
る
表
現
が
そ
れ
ほ
ど
古
く
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
七
篇
の
合
綴
時
期
の
上
限
・
:
避
詩
の
不
統
一
と
こ
ろ
で
用
兵
篇
第
四
段
の
「
霜
雪
大
満
」
や
詰
志
篇
の
「
河
不
満
溢
」
は
い
ず
れ
も
前
漢
恵
帝
(
劉
盈
)
の
韓
を
避
け
た
改
字
と
思
わ
れ
封
。
千
乗
等
七
篇
に
は
他
に
も
四
代
篇
が
『
詩
』
東
有
野
明
を
引
い
て
「
東
有
開
明
」
と
改
め
、
詰
志
篇
に
は
「
汰
沖
発
蛍
」
と
あ
っ
、
【
例
】
て
、
景
帝
(
劉
啓
)
に
対
す
る
遊
詩
代
字
が
一
定
し
な
い
。
こ
れ
ら
は
七
篇
が
一
4
昔
に
ま
と
め
ら
れ
た
後
に
一
括
し
て
改
め
ら
れ
た
も
の
と
は
恩
わ
れ
ず
、
独
立
に
避
韓
改
字
さ
れ
た
複
数
の
文
献
が
改
字
後
に
合
綴
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
七
篇
が
『
孔
子
三
朝
』
な
る
一
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
景
帝
即
位
(
前
一
五
七
年
)
以
降
と
な
る
。
七
篇
の
全
体
が
問
答
体
に
統
一
さ
れ
た
の
も
お
そ
ら
く
こ
の
編
纂
の
際
で
、
「
時
鴬
其
色
日
」
「
公
日
善
哉
」
と
い
っ
た
特
徴
的
な
導
言
も
こ
の
際
に
附
加
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
泊
。
心
要
す
る
に
、
用
兵
篇
を
含
む
千
乗
等
七
篇
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
文
併
帝
期
以
前
の
形
を
忠
実
に
保
存
す
る
も
の
と
み
た
り
、
ま
し
て
や
戦
矧
国
期
の
形
を
そ
の
ま
ま
存
す
る
も
の
と
み
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
立
占
千
乗
等
の
七
篇
は
、
前
漢
景
帝
期
以
降
か
つ
劉
向
校
書
以
前
の
あ
峨
る
時
点
で
『
孔
子
三
朝
』
な
る
一
番
と
し
て
整
理
さ
れ
た
。
こ
の
意
夢
、レ
じ
味
に
お
い
て
こ
れ
ら
七
篇
は
「
前
漢
の
特
定
時
点
で
比
較
的
短
期
間
糊
に
ま
と
め
ら
れ
た
」
と
言
え
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
七
篇
は
、
こ
の
時
伽
に
何
も
な
い
所
か
ら
い
き
な
り
出
現
し
た
も
の
で
は
当
然
な
い
。
こ
眠
れ
ら
の
諸
篇
は
漠
初
以
前
か
ら
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
き
た
複
数
の
文
目
献
と
し
で
あ
っ
た
も
の
で
、
ま
た
『
孔
子
三
朝
』
七
篇
と
し
て
ま
と
一
円
宮
川
【
お
】
制
め
ら
れ
た
後
に
も
各
篇
そ
れ
ぞ
れ
に
靴
伝
や
改
変
を
蒙
っ
て
い
る
。
伏
こ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
七
篇
は
「
長
期
に
わ
た
り
改
変
さ
れ
続
け
て
5
き
た
」
と
言
う
こ
と
も
で
き
、
そ
の
期
間
は
お
そ
ら
く
戦
国
末
か
ら
5
 
ー
前
漢
後
期
、
あ
る
い
は
王
葬
期
に
ま
で
降
る
で
あ
ろ
う
。
ま
と
め
本
稿
で
は
、
こ
の
短
い
篇
を
さ
ら
に
五
分
し
て
検
討
し
た
。
ま
ず
第
二
段
の
哀
公
孔
子
問
答
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
そ
れ
に
近
い
義
兵
説
を
述
べ
、
ま
た
『
苛
子
』
と
の
共
通
点
も
多
い
。
こ
の
部
分
は
萄
子
以
降
の
作
文
と
す
べ
き
だ
が
、
末
尾
の
引
詩
は
現
行
の
琴
義
や
玄
烏
と
は
大
き
く
異
な
る
。
こ
れ
ら
を
夢
義
等
の
異
文
と
せ
ず
逸
詩
と
み
る
説
さ
え
あ
る
程
で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
部
分
の
作
者
が
参
照
し
た
『
詩
』
が
現
行
本
『
毛
詩
』
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
動
か
せ
な
い
。
こ
の
部
分
は
戦
国
末
か
ら
漠
初
ま
で
に
い
っ
た
ん
成
立
し
て
い
た
、
用
兵
篇
の
中
で
も
比
較
的
古
い
部
分
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
第
四
段
に
見
え
る
災
異
説
は
逆
に
、
『
荷
子
』
的
な
天
人
分
離
説
か
ら
も
っ
と
も
遠
く
、
『
礼
記
』
礼
運
篇
や
『
大
戴
礼
記
』
詰
士
山
篇
な
ど
に
見
え
る
天
人
相
関
説
に
近
い
。
こ
の
よ
う
な
思
想
が
戦
国
以
前
か
ら
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
も
ち
ろ
ん
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
用
語
表
現
が
『
准
南
子
』
や
『
穀
梁
伝
』
を
踏
ま
え
て
い
る
ら
し
き
こ
と
を
も
併
せ
考
え
る
と
、
こ
の
部
分
は
漢
代
の
作
文
と
し
て
お
く
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。
こ
の
部
分
が
問
答
体
の
形
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
こ
れ
は
七
篇
合
綴
よ
り
も
や
や
後
(
早
く
と
も
景
帝
期
以
降
)
に
用
兵
篇
に
附
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
以
上
の
第
二
段
・
第
四
段
は
代
詞
と
し
て
「
原
」
を
用
い
る
が
、
6
第
一
段
・
第
二
一
段
は
も
っ
ぱ
ら
「
其
」
を
用
い
る
。
う
ち
第
一
段
は
日
そ
も
そ
も
第
二
段
と
一
体
だ
っ
た
も
の
か
否
か
判
然
と
し
な
い
が
、
第
三
段
は
「
大
戴
礼
記
」
盛
徳
篇
か
ら
取
っ
た
文
と
息
わ
れ
、
や
は
り
千
乗
等
七
篇
が
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
後
、
し
か
も
「
其
」
を
「
厭
」
に
改
め
る
擬
古
的
な
操
作
が
施
さ
れ
た
後
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
第
五
段
は
も
っ
と
も
新
し
く
、
全
体
を
哀
公
孔
子
問
答
の
形
式
に
揃
え
る
た
め
最
終
的
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
恩
わ
AUν 
れ
る
。
キ
エ
(
1
)
本
文
中
に
は
「
公
」
「
子
」
が
何
者
で
あ
る
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
虞
戴
徳
田
袷
志
・
小
弁
・
少
聞
の
諸
篇
で
「
子
」
が
「
丘
」
と
自
称
し
て
お
り
、
こ
の
「
子
」
が
孔
子
だ
と
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
。
な
お
『
大
戴
礼
記
』
に
は
哀
公
孔
子
問
答
と
し
て
哀
公
開
五
義
・
哀
公
開
於
孔
干
の
両
篇
も
あ
る
が
、
哀
公
開
五
義
舗
は
全
体
を
「
哀
公
日
」
「
孔
子
日
」
と
し
、
哀
公
開
於
孔
子
篇
は
冒
頭
で
「
哀
公
」
の
名
を
掲
げ
て
全
体
を
「
公
日
」
「
孔
子
日
」
と
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
千
乗
等
七
篇
の
体
裁
と
は
異
な
る
。
こ
れ
ら
は
千
来
等
七
篇
と
は
そ
の
由
来
を
異
に
す
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
『
大
戴
礼
記
』
と
は
一
部
の
叢
書
で
あ
り
、
由
来
を
異
に
す
る
哀
公
孔
子
問
答
が
併
せ
て
含
ま
れ
る
こ
と
は
当
然
あ
り
得
ょ
う
。
(
2
)
王
応
麟
『
漢
芸
文
志
孜
証
』
・
『
四
庫
全
害
総
目
提
要
』
等
。
『
一
ニ
国
志
』
秦
宣
伝
「
昔
孔
子
三
見
哀
公
、
言
成
七
巻
」
の
装
注
に
「
劉
阿
『
七
略
』
目
、
「
孔
子
三
見
哀
公
、
作
「
一
一
一
朝
記
』
七
篇
」
。
今
在
『
大
戴
札
』
。
臣
松
之
索
、
中
経
部
有
「
『
孔
子
三
朝
』
八
巻
」
、
一
巻
目
録
、
余
者
所
謂
「
七
篇
」
。
」
と
あ
る
の
で
、
西
普
の
『
中
経
新
簿
」
に
著
録
さ
れ
て
い
た
『
孔
子
三
朝
』
を
劉
宋
の
袈
松
之
は
す
で
に
実
見
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
(
3
)
『
漢
書
』
に
載
せ
る
劉
向
の
上
奏
は
「
昔
孔
子
対
魯
哀
公
並
言
、
夏
架
設
紺
暴
虐
天
下
、
故
暦
失
則
、
摂
提
失
方
、
孟
限
無
紀
、
」
と
し
て
お
り
、
『
大
戴
札
記
』
用
兵
篇
の
第
四
段
(
後
述
)
は
「
夏
梨
商
対
」
に
つ
い
て
「
暦
失
制
、
摂
提
失
方
、
都
大
無
紀
、
」
と
す
る
。
な
お
『
漢
書
』
律
暦
志
の
「
閏
余
謂
次
、
孟
限
珍
滅
、
摂
提
失
方
、
」
や
『
史
記
」
暦
書
の
「
孟
陳
珍
滅
、
摂
提
加
世
紀
、
暦
数
失
序
、
」
は
孔
子
の
発
一
言
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
染
対
の
頃
で
は
な
く
五
帝
の
時
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
(4)
拙
稿
「
『
大
戴
礼
記
』
少
間
篇
の
西
方
観
と
そ
の
成
立
時
期
」
(
本
誌一
O
二
号
、
ニ
O
O九
年
)
。
(
5
)
末
、
京
高
康
「
『
孔
子
三
朝
記
』
初
探
」
(
「
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
人
文
社
会
科
学
編
六
二
、
ご
O
一
一
年
/
『
南
京
師
範
大
学
文
学
院
学
報
」
二
O
一
一
年
第
O
一期)。
(
6
)
末
永
氏
は
千
乗
等
七
矯
が
「
先
秦
古
書
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
せ
る
部
分
」
を
い
く
つ
か
指
摘
し
(
四
代
篇
に
見
え
る
刑
徳
陰
陽
説
が
輩
仲
箭
以
前
に
遡
り
得
な
い
こ
と
、
小
弁
縞
に
「
爾
雅
」
の
書
名
が
見
え
る
こ
と
等
)
「
懐
疑
的
な
目
で
眺
め
る
な
ら
ば
、
千
乗
等
七
篇
の
晩
出
を
疑
い
得
る
事
例
を
さ
ら
に
多
く
提
示
で
き
る
か
も
知
れ
な
『大賊礼記』用兵篇の構成とその成立時期(井上)
い
。
」
と
す
る
が
、
「
そ
れ
が
単
に
「
疑
い
得
る
」
に
と
ど
ま
り
、
よ
り
積
極
的
に
晩
出
を
証
明
で
き
る
も
の
で
な
い
な
ら
ば
、
こ
れ
を
先
秦
古
籍
と
見
な
し
て
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。
」
と
い
う
。
築
者
と
し
て
は
、
漢
代
以
降
に
作
文
さ
れ
た
か
と
疑
わ
せ
る
文
一
吉
が
独
立
し
て
多
く
指
摘
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
文
献
を
先
秦
古
籍
と
み
な
す
こ
と
に
は
や
は
り
慎
重
で
あ
り
た
い
。
筆
者
の
疑
古
的
な
立
場
は
末
永
氏
の
積
極
的
な
進
攻
の
方
針
と
は
異
な
る
が
、
現
在
の
日
本
に
お
い
て
は
数
少
な
い
「
大
戴
礼
記
』
研
究
が
互
い
に
そ
の
見
解
を
大
き
く
異
に
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
研
究
史
上
の
幸
い
だ
と
考
え
る
。
(
7
)
『
大
戴
礼
記
』
に
つ
い
て
は
『
四
部
議
刊
』
本
(
景
明
嘉
靖
発
巳
呉
郡
裳
氏
嘉
趣
堂
覆
南
宋
淳
回
、
乙
未
刊
本
)
を
用
い
る
。
(
8
)
千
乗
絹
や
四
代
鮪
に
は
逆
に
、
二
つ
の
孔
子
言
を
(
聞
に
「
公
」
の
発
言
を
挟
ま
ず
)
連
続
さ
せ
る
と
い
う
不
自
然
な
構
成
も
認
め
ら
れ
る
。
(
9
)
と
も
に
論
述
体
で
あ
っ
た
「
聖
人
之
用
兵
也
l
」
「
聖
人
愛
百
姓
1
」
の
ご
鮪
を
接
合
し
て
か
ら
全
体
を
哀
公
孔
子
問
答
の
体
裁
に
酔
千
え
た
と
い
う
過
程
も
想
定
し
得
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
同
一
の
編
者
が
前
半
部
を
問
答
体
に
改
変
し
な
が
ら
後
半
部
を
長
文
の
論
述
体
の
ま
ま
存
し
た
理
由
が
説
明
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
な
お
問
答
体
の
前
半
部
に
論
述
体
の
後
半
部
が
接
合
さ
れ
て
い
る
と
い
う
形
は
、
詰
志
鮪
に
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る
。
(
叩
)
義
兵
説
に
つ
い
て
は
蕩
兵
篇
に
「
古
聖
王
、
有
義
兵
而
無
宥
催
兵
。
」
と
あ
り
、
用
兵
篇
に
は
「
聖
人
之
用
兵
也
、
以
禁
残
止
暴
虐
於
天
下
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也
。
」
と
あ
る
。
ま
た
兵
事
の
由
来
に
つ
い
て
は
蕩
兵
篇
に
「
兵
之
所
自
来
者
上
失
、
与
始
有
民
倶
。
凡
兵
也
者
、
威
也
。
威
也
者
、
力
也
。
民
之
有
威
力
、
性
也
。
性
者
、
所
受
於
天
也
、
非
人
之
所
能
為
也
。
」
「
争
門
之
所
自
来
者
久
失
、
不
可
禁
、
不
可
止
。
故
古
之
賢
王
有
義
兵
而
無
有
催
兵
。
」
と
あ
り
、
用
兵
篇
に
「
傷
害
之
生
久
実
、
与
民
皆
生
。
」
「
人
生
有
喜
怒
、
故
兵
之
作
与
民
皆
生
。
聖
人
利
用
而
弥
之
、
乱
入
与
之
喪
阪
身
。
」
と
あ
る
等
。
(
日
)
蕩
兵
篇
に
「
人
目
、
最
尤
作
兵
。
蛍
尤
非
作
兵
也
、
利
其
械
失
。
」
と
あ
り
、
用
兵
篇
に
は
「
公
日
、
蛍
尤
作
兵
与
。
子
日
、
否
。
蛍
尤
庶
人
之
食
者
也
。
・
何
器
能
作
。
」
と
あ
る
。
湯
浅
邦
弘
「
軍
神
の
変
容
I
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
蛍
尤
像
(
1
)
」
(
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
(
人
文
・
社
会
科
学
)
』
二
六
、
平
成
四
年
。
の
ち
『
戦
い
の
神
中
国
古
代
兵
学
の
展
開
l
』
(
研
文
出
版
、
一
一
O
O七
年
)
に
収
録
)
は
、
「
多
く
の
資
料
が
大
前
提
と
す
る
蛍
尤
作
兵
説
を
、
『
呂
氏
春
秋
』
蕩
兵
鮪
・
『
大
戴
礼
記
』
用
兵
篇
の
み
は
明
確
に
否
定
し
て
い
た
」
こ
と
を
指
摘
す
ヲ
匂
。
(
ロ
)
湯
浅
氏
は
、
『
萄
子
』
が
「
人
心
と
闘
争
と
の
不
可
分
の
関
係
に
言
及
」
し
た
と
指
摘
す
る
が
、
「
結
局
は
、
憎
む
べ
き
現
実
を
礼
に
よ
っ
て
規
制
せ
よ
と
説
く
の
み
で
あ
っ
た
。
」
と
し
て
、
萄
子
の
立
場
を
蕩
兵
縞
や
用
兵
篇
と
む
し
ろ
対
置
す
る
よ
う
で
あ
る
。
氏
は
ま
た
、
『
史
記
』
律
書
や
『
准
南
子
』
兵
略
訓
が
蕩
兵
篇
や
用
兵
篇
に
「
類
似
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
『
呂
氏
春
秋
』
『
大
戴
礼
記
』
の
「
積
極
的
戦
宇
肯
定
論
」
「
(
戦
争
の
)
正
当
化
の
論
理
」
が
「
漢
代
以
降
の
軍
事
思
想
の
中
に
も
基
本
的
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
」
と
推
測
す
る
。
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(
日
)
『
指
南
子
』
兵
略
訓
は
い
わ
ゆ
る
義
兵
説
と
し
て
「
食
味
援
護
之
人
、
残
賊
天
下
、
万
人
掻
動
、
莫
寧
其
所
。
有
聖
人
勃
然
而
起
、
乃
討
強
暴
、
平
乱
世
、
夷
険
除
械
、
以
濁
為
清
、
以
危
為
寧
。
」
と
述
べ
る
。
(
M
)
『
孫
蹟
兵
法
』
勢
備
篇
に
「
孫
子
目
、
夫
陥
歯
戴
角
、
前
爪
後
躍
、
喜
而
合
、
怒
而
閥
、
天
之
道
也
、
不
可
止
也
。
」
と
あ
り
『
史
記
』
律
書
に
「
兵
者
、
聖
人
所
以
討
強
暴
、
平
乱
世
、
夷
険
阻
、
救
危
殆
。
マ
自
含
血
戴
角
之
獣
、
見
犯
則
校
、
而
況
於
人
懐
好
悪
喜
怒
之
気
。
車
問
則
愛
心
生
、
怒
則
毒
盤
加
、
情
性
之
理
也
。
」
と
あ
っ
て
用
兵
篇
や
兵
略
訓
に
似
る
。
な
お
、
律
書
の
う
ち
こ
の
部
分
か
ら
「
孔
子
所
称
有
徳
君
子
者
邪
。
」
ま
で
の
六
百
八
十
字
は
前
後
と
の
脈
絡
を
欠
い
て
お
り
、
律
書
の
冒
頭
か
ら
こ
の
部
分
の
直
前
ま
で
が
七
十
七
字
で
あ
る
こ
と
も
併
せ
考
え
る
と
、
こ
の
六
百
八
十
字
は
行
二
十
六
字
前
後
の
竹
簡
ご
十
六
本
が
他
篇
か
ら
錯
入
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
太
史
公
自
序
に
「
非
兵
不
強
、
非
徳
不
昌
。
黄
帝
湯
武
以
興
、
徒
約
二
世
以
崩
、
可
不
慎
与
。
司
馬
法
所
従
来
尚
突
、
太
公
孫
呉
王
子
能
紹
而
明
之
、
切
近
世
極
人
変
。
作
律
書
第
三
。
」
と
あ
っ
て
す
で
に
こ
の
部
分
を
律
替
と
す
る
よ
う
だ
が
、
『
廿
二
史
街
記
』
巻
一
「
史
記
律
番
即
兵
書
」
は
こ
れ
を
『
史
記
」
の
侠
鯖
で
あ
る
兵
書
に
係
る
自
序
と
み
る
。
(
日
)
小
雅
魚
藻
に
「
魚
在
在
藻
、
有
頒
其
首
。
」
「
魚
在
在
謀
、
有
頒
其
尾
。
」
「
魚
在
在
藻
、
依
子
其
滞
。
」
と
あ
り
、
商
額
玄
烏
に
「
受
命
不
殆
、
在
武
丁
孫
子
。
」
と
あ
る
。
(
国
)
既
知
の
三
家
詩
侠
文
や
阜
陽
双
古
堆
漢
墓
竹
筒
『
詩
』
と
『
毛
詩
』
と
の
相
違
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、
お
お
む
ね
文
字
レ
ベ
ル
の
異
同
に
と
ど
ま
る
。
な
お
玉
先
一
謙
『
詩
三
家
義
集
疏
』
は
用
兵
筒
の
引
詩
「
鮮
民
之
生
臭
」
を
『
斉
詩
』
の
葱
我
篇
と
す
る
が
、
直
ち
に
は
従
い
が
た
い
。
(
口
)
五
斡
聞
や
再
貢
が
「
阪
」
を
多
用
す
る
他
、
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
『
保
訓
』
に
も
「
阪
志
」
の
句
が
見
え
る
。
現
行
本
「
毛
詩
』
の
雅
と
頒
は
「
阪
」
「
其
」
を
混
用
す
る
が
、
国
風
は
「
其
」
を
専
用
し
て
「
厭
」
を
用
い
な
い
。
な
お
『
爾
雅
』
釈
言
に
「
版
、
其
也
。
」
と
あ
る
。
(
団
)
政
治
の
善
悪
か
ら
禍
福
が
生
じ
る
機
序
に
つ
い
て
盛
徳
篇
は
今
之
人
称
五
帝
三
王
者
、
依
然
若
猶
存
者
、
其
法
誠
徳
、
其
徳
誠
厚
。
夫
民
思
其
徳
、
心
称
其
人
、
朝
夕
祝
之
、
升
聞
於
皇
天
、
上
帝
飲
湾
、
故
永
其
世
而
豊
其
年
。
今
之
称
悪
者
、
必
比
之
於
夏
祭
殿
対
何
也
。
目
、
法
誠
不
徳
、
其
徳
誠
薄
。
夫
民
悪
之
、
必
朝
夕
祝
之
、
升
聞
子
皇
天
、
上
帝
不
飲
詩
、
故
水
回
干
並
興
災
害
生
罵
。
と
禍
福
を
対
に
し
て
説
明
す
る
。
用
兵
篇
は
こ
の
、
っ
ち
前
者
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
今
之
道
嘉
舜
爵
湯
文
武
者
、
猶
威
致
玉
、
今
若
存
。
夫
民
思
其
徳
、
必
称
其
人
、
朝
夕
祝
之
、
升
問
皇
天
、
上
神
散
駕
、
故
永
其
世
而
豊
其
年
也
。
と
い
う
文
に
よ
っ
て
尭
舜
同
等
を
寿
ぎ
つ
つ
(
第
三
段
)
、
こ
れ
ら
と
無
関
係
な
文
章
に
よ
っ
て
鋭
利
を
批
判
し
て
お
り
(
第
四
段
て
そ
の
構
成
は
盛
徳
篇
に
比
較
し
て
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ
る
。
(
四
)
「
四
代
」
の
用
例
と
し
て
末
永
氏
も
挙
げ
る
『
礼
記
』
明
堂
位
篇
や
学
記
篇
は
い
ず
れ
も
漠
代
に
属
す
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
た
と
え
ば
『大戴干し記j用兵鯖の構成とその成立時期(井上)
『
漢
書
』
玉
葬
伝
に
は
「
四
代
古
宗
、
宗
記
子
明
堂
」
と
あ
る
。
な
お
虞
戴
徳
舗
に
「
二
一
代
之
相
授
」
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
虞
戴
徳
繍
の
中
盤
に
認
め
ら
れ
る
長
文
の
追
記
よ
り
も
後
に
置
か
れ
て
い
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
千
乗
篇
は
「
四
輔
」
「
四
佐
」
を
説
い
て
お
り
、
虞
戴
徳
篇
で
孔
子
が
コ
ニ
公
九
卿
」
を
説
く
の
と
合
わ
な
い
。
「
四
輔
」
や
「
四
佐
」
が
王
葬
期
を
特
徴
づ
け
る
政
治
的
な
用
語
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
含
む
千
来
舗
の
部
分
に
は
文
脈
に
大
き
な
乱
れ
が
あ
っ
て
明
ら
か
に
『
周
礼
』
と
か
か
わ
る
文
章
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
千
乗
篇
は
千
乗
等
七
篇
が
七
篇
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
後
に
も
大
き
な
改
変
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
改
変
は
前
漠
末
あ
る
い
は
後
漢
に
ま
で
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。
『
礼
記
』
文
王
世
子
篇
は
「
四
輔
」
と
「
三
公
」
と
を
整
合
的
に
理
解
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
文
王
世
子
繍
の
後
代
性
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
四
代
」
や
「
四
輪
」
「
四
佐
」
等
の
語
が
戦
国
以
前
に
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
筆
者
に
は
困
難
で
あ
る
。
(
初
)
た
と
え
ば
詰
忘
篇
に
聖
人
有
国
、
則
日
月
不
食
、
星
辰
不
勃
、
海
不
運
、
河
不
満
溢
、
川
沢
不
掲
、
山
不
崩
解
、
陵
不
施
、
川
浴
不
処
、
深
淵
不
掴
。
於
時
龍
至
不
問
、
鳳
降
忘
翼
、
鷲
獣
忘
拠
、
爪
鳥
忘
距
、
蜂
盟
不
整
嬰
児
、
鼠
鼠
不
食
天
駒
、
雛
出
服
、
河
出
図
。
と
あ
り
、
『
春
秋
繁
露
』
王
道
篇
に
五
帝
三
玉
之
治
天
下
、
毒
虫
不
態
、
猛
獣
不
持
、
抵
虫
不
触
。
故
天
為
之
下
甘
露
、
朱
草
生
、
酷
泉
出
、
風
寸
時
、
嘉
禾
興
、
鳳
風
牒
麟
併
が
郊
。
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と
あ
る
等
。
(
幻
)
『
爾
雅
』
釈
地
は
漢
代
の
成
舎
と
考
え
ら
れ
る
。
千
乗
等
七
篇
に
は
他
に
も
戦
国
以
前
に
は
用
例
を
得
な
い
熟
語
や
句
法
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
個
別
の
指
摘
は
別
稿
に
譲
り
た
い
が
、
も
し
も
千
来
等
七
篇
が
戦
国
末
以
前
に
『
孔
子
三
朝
』
と
し
て
い
っ
た
ん
成
立
し
て
い
た
も
の
と
す
れ
ば
、
現
行
の
七
篇
は
そ
の
全
体
に
わ
た
っ
て
多
く
の
追
記
改
変
を
被
っ
た
、
戦
国
期
の
原
形
を
と
ど
め
な
い
も
の
と
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
辺
)
四
代
虞
戴
徳
・
少
聞
の
三
繍
は
篇
尾
の
み
な
ら
ず
続
中
に
も
「
公
日
善
哉
」
を
多
用
す
る
。
(
お
)
同
じ
『
大
賊
礼
記
』
中
で
も
主
盲
目
・
礼
祭
勧
学
な
ど
の
諸
篇
は
「
盈
」
字
を
避
け
て
い
な
い
。
「
邦
」
字
に
つ
い
て
言
え
ば
、
『
大
戴
礼
記
』
全
文
を
通
じ
て
、
朝
事
篇
の
う
ち
『
周
礼
』
大
行
人
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
部
分
に
「
邦
国
」
と
し
て
二
例
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
朝
事
舗
に
は
別
に
大
行
人
の
「
邦
国
」
を
「
域
図
」
や
「
諸
侯
」
に
置
換
し
て
い
る
箇
所
も
認
め
ら
れ
、
現
行
本
朝
事
篇
の
「
邦
国
」
は
後
人
が
「
域
国
」
か
ら
回
改
し
た
も
の
か
と
も
疑
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
『
越
絶
書
」
に
「
中
邦
」
と
い
う
奇
妙
な
誇
が
見
え
、
吉
本
道
雅
氏
は
『
周
礼
』
や
「
越
絶
書
』
に
つ
い
て
「
「
邦
」
の
遊
詩
を
復
元
す
べ
く
」
「
玉
努
期
に
「
国
」
を
機
械
的
に
「
邦
」
に
改
め
た
」
こ
と
を
想
定
す
る
(
「
周
札
小
考
」
(
立
命
館
東
洋
史
学
会
『
中
国
古
代
史
論
叢
』
平
成
一
六
年
)
)
。
「
中
邦
」
の
語
は
『
説
文
解
字
』
に
も
見
え
、
ま
た
『
史
記
』
夏
本
紀
や
「
漢
書
』
地
理
志
に
「
中
国
賜
土
姓
」
と
あ
る
が
偽
古
文
「
尚
書
』
同
貢
は
こ
れ
を
「
中
邦
錫
土
姓
」
に
作
る
。
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(
M
)
「
大
戴
礼
記
』
全
体
の
中
で
「
昏
」
字
を
用
い
る
の
は
夏
小
正
篇
と
帝
繋
篇
の
み
。
な
お
夏
小
正
の
い
わ
ゆ
る
経
文
に
「
啓
蛍
」
と
あ
り
伝
に
は
「
一
言
始
発
訟
也
」
と
あ
る
。
(
お
)
末
永
氏
は
、
千
来
等
七
篇
が
内
部
で
「
時
駕
其
色
」
な
ど
の
特
徴
的
な
表
現
を
共
有
す
る
こ
と
を
「
千
釆
等
七
病
が
同
一
の
編
者
に
よ
っ
て
比
較
的
短
期
間
に
編
ま
れ
た
」
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
だ
と
し
、
七
篤
内
部
に
認
め
ら
れ
る
不
統
一
に
つ
い
て
は
「
干
来
等
七
鰐
の
素
材
の
相
違
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
必
ず
し
も
こ
の
病
が
同
一
の
編
者
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
す
る
。
用
兵
篇
に
つ
い
て
言
え
ば
、
第
四
段
が
「
粒
食
之
民
」
と
い
う
表
現
を
少
間
篇
と
共
有
す
る
が
、
こ
れ
は
七
篇
を
合
綴
し
た
際
あ
る
い
は
そ
の
後
の
操
作
の
結
果
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
ち
な
み
に
「
粒
食
之
民
」
は
『
墨
子
』
天
志
上
・
下
の
他
に
は
『
法
言
』
や
『
論
衡
』
に
見
え
る
程
度
で
、
『
墨
子
」
以
外
に
は
先
秦
の
用
例
と
し
て
確
実
な
も
の
を
見
な
い
。
(
お
)
現
行
本
門
大
戴
礼
記
』
少
問
篇
が
劉
向
所
見
『
孔
子
三
朝
』
よ
り
も
古
い
形
を
存
し
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
注
(
4
)
拙
稿
を
参
目。
(
幻
)
末
永
氏
は
「
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
伝
世
の
文
献
が
伝
え
る
哀
公
孔
子
問
答
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
『
孔
子
家
語
』
に
再
録
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
干
乗
等
七
病
の
そ
れ
が
全
く
取
ら
れ
て
い
な
い
の
も
、
こ
の
資
料
が
他
の
哀
公
孔
子
問
答
と
は
異
な
る
由
来
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
干
乗
等
七
鮪
の
哀
公
孔
子
問
答
と
し
て
の
由
来
の
新
し
さ
(
と
流
伝
の
狭
さ
)
を
暗
示
す
る
も
の
だ
と
も
解
し
得
ょ
う
。
『
呂
氏
春
秋
』
蕩
兵
篇
は
す
で
に
「
蛍
尤
作
兵
」
を
「
人
目
」
と
い
う
架
空
の
発
言
と
し
て
こ
れ
に
応
え
る
形
で
論
を
展
開
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
用
兵
篇
は
、
蕩
兵
篇
の
「
人
日
」
を
そ
の
ま
ま
哀
公
言
へ
す
り
替
え
て
新
た
に
哀
公
孔
子
問
答
を
創
出
し
た
も
の
か
。
王
粛
が
『
大
戴
(
礼
記
)
』
を
見
て
い
た
こ
と
は
『
孔
子
家
語
』
弟
子
行
篇
の
注
に
よ
り
明
ら
か
だ
が
、
も
し
も
『
家
語
』
が
王
粛
の
偽
撰
あ
る
い
は
梢
編
に
出
る
も
の
で
、
孔
子
に
係
る
問
答
を
網
羅
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
『
家
畳
間
」
に
干
乗
等
七
矯
が
採
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
王
粛
の
見
た
「
大
戴
』
が
い
ま
だ
『
孔
子
三
朝
』
を
取
り
込
ん
で
い
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
す
。
